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寒冷地 にお ける緩効性窒素肥料 の利用 に関す る研究

第 9報 ササニシキの栽植密度とLP肥料の施用効果
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Application of Slow― release Nitrogen Fertilizers in the Cold Region

9  Effects of planting density and LP rertilizers On rice variety ``Sasanishiki''
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1 は じ め に

穂数型のササニシキは地力によって適正栽植密度が異な

り,復元日のような高地力土では疎植が必要となる2)。 一

方連作田においても現在 ,多収に向けての各種追肥対応の

ため疎植栽培が試みられている。ササニシキ栽培でのLP
肥料の効果は前報で報告したが1"3ヽ 裁植密度との関係は

未検討であった。本報では,昭和63年度に県南分場沖積水

田のササニシキにおいて,栽植密度とLP肥料の関係を検

討した結果,基肥と追肥利用の効果に差が認められたので

報告する。

2試 験 方 法

(1)供試品種 : ササニシキ (稚苗)

② 栽植密度 : 212株 /席 (標植),164株/7(疎植)

0)供試圃場 : 県南分場 4号田 (褐色低地上),牛厩

肥12′ ,ケ イカル120ルク/10″ 連用ロ
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)試験区の構成 :表 1に 示すとおり,LP肥料は追肥

と基肥に各種LP配合肥料を用いた。速効性追肥区はNK
による各種穂肥と実月巴を組合せた。

注 基肥の燐酸,加里は単肥で全区共通 (各成分 10″/10α )

追肥用LP配合肥料の成分はN― P205K20‐ 20-5-10%。

表 2 草丈,茎数の推移
3 試験結果及び考察

I′Pの 基肥利用 は [′P100,N42カ +硫安 N18ル
/10′

1)と し,無追肥とした。1.Pの追肥利用はこれまで

のLP70単体N4ん夕/10α の-35日 処理8)の ほかにLP40

をN成分で 8割配合した肥料の-25日処理を設けた。 これ

は-35日 が中干し期に当たるため,通常の穂肥時期にLP
が使えないかを合わせて検討したものである。

表 2に草丈,茎数の推移を示した。栽植密度の違いは草

丈より茎数に影響がみられ,速効性窒素基肥の疎植区は標

植区よりも″当り茎数が多く推移 した。LP100基肥区の

茎数は逆に標植区の方が多かった。出穂期はLP 100基肥
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区が他より2日 遅れた。

表 3に最終生育及び収量構成要素を示 した。本年度の気
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表 l 試験区の構成

区  名 基 肥 N
追 肥 時期 と量 (″ N10α )

言十N

シ 雛 幣 話 開
NK-15NK
追肥 -15NKM 硫 安

N4″/10α

共 通

N2 N15
N2  N15  N2

75
95

LP-35 L P
追 1巴 -25 L P

LP 70単体 (N4)
L P 40, 80%(N4)

80
80

L P 100 LPN42+硫 安 N18基肥 無 (ヮ ンタッチ)

7/4  7/13 , 4  7/13 7/25
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象条件により全体的に輝長は短 く,倒伏は少なかった。穂

数は標植区の方が多く,有効茎歩合が高かった。一穂籾数

はいずれの密度 もI.P追肥で高 く,-35LP区 が最高 ,

-25LP区がこれについだ。プ当り籾数もLP追肥が高かっ

たが,反面,登熟歩合は低下した。しかし疎植区では穂数

が少なかったため″当り籾数が標植区より少なく,やや登

熟歩合が高い傾向となった。

表3 生育及び収量構成要素

注 成熟期:9/30(籾黄イι80%〉

A区 ‐標植212,B区 ‐疎植164″″ M‐実肥

表 4に収量調査結果を示 した。精玄米は標準の17m層飾

通過である。全重 ,わ ら重は標植区が勝った。 しかし,籾
/わ ら比は-15NK区 とLP100区 を除き疎植区で高かっ

た。精玄米重が ∞0 /1oαを越 したものはL P 100標 植区

と-25 LP疎植区であり,LP40を 80%配合した肥料の-25

日追肥も実用的であった。施肥による増収効果と栽植密度

を比較すると,実肥やLP追肥は疎植区で効果が高く,L
P100基肥は標植区で効果が高かった。また玄米品質は収

量と比例する傾向がみられた。

LPの溶出パターンと配合割合からみて,基肥使用は生

育全期にわたって微量に窒素を供給するのに対 し,追 lE使

用では中後期に主に窒素を供給 し,実肥効果も合わせ持つ

と考えられる。本年度の結果は中期低温.後期日照不足の

冷害気象条件の中で実施されたものであるが,こ のような

条件でも疎植の効果を発揮させるためにはLP追肥や実肥

による後期栄養の補給が必要であった。一方LPlllll基肥

は速効性窒素が少ないため,初期生育が劣る
')。

疎植はこ

の傾向を助長する結果となった。したがって,本年度の結

果はLPの基肥利用では標植が,追肥利用では疎植がよい

ことを示しているが,今後気象との関係を検討する必要が

ある。

4 ま  と  め

IIL」 和63年度冷害気象条件下で,サ ニシキのLP肥料と栽

植密度の関係を検討した結果,LPの基肥利用では標植が
,

追肥利用では疎植がよかった。
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